
寒さに負けず とんど祭り 

1 月 11 日(日)牧ふれあいセンターにおいて，恒例のとんどが行われました。 

約 50人がしめ縄や書き初め・おもちを持参して集まり，年男・年女の方々の点火で 

始まりました。勢いよく燃え上がる炎に今年の健康や安全をお祈りしました。 

ふれあい工房スタッフによるぜんざいやおでんも準備され，寒さの中，体を温めてい 

ました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

里帰り交流会  
同じ 1月 11 日，とんど終了後，牧ふれあい工房において里帰り交流会が行われました。 

計画では 1月３日の予定でしたが，大雪のためこの日に変更されました。連休中で実家に 

帰って来ている人や自治振興会役員・地域

おこし協力隊など約 25 名の参加がありまし

た。 

鍋を囲みお酒を酌み交わしながら，今の

牧の現状やこれからのことについて話しまし

た。 

里帰り交流会は，牧出身の人だけでなく

現在牧に住んでいる人も参加していただき，

牧をよりよくすることについて話し合う会と

していきたいと思いますので，今後もふるっ

てご参加ください。 

 

牧自治振興会の取り組みを発表 
 1 月 31 日（土）三次ロイヤルホテルにおいて

中国 5県の中山間地域振興部会共同研究の発表

会がありました。これは，少子化や高齢化などいろ

いろな課題を抱えている中山間地域で，みんなが

知恵を出し合い協働して新しい事業や組織を開発

し，いきいきと暮らせる地域をめざすために中国

地方 5 県でそれぞれの県のモデル地区が取り組

んだ 3年間の成果を発表する場でした。 

牧地区は老人集会所を改修してふれあい工房を

つくり見守りを兼ねた弁当配達や農産物加工品作

りをしていること，牧出身者を交えた里帰り交流会

などを行い共に牧の将来を考える体制作りをしていること

などを発表しました。また，出店コーナーではふれあい工

房で作った農産物加工品（三色あんこもち，赤かぶパウダ

ー，味噌，惣菜など）を売り，好評でした。 

日本全国，中山間地域と呼ばれるところはどこも同じよ

うな課題を抱えており，新しい仕組み作りは急務となってい

ます。これからも他地域の実践も学びつつ牧地域が元気

になる取り組みを考えて行かなくてはならないと感じまし

た。 

 

空き家管理事業 始めました 
空き家問題は，現在，田舎も都会も頭を悩ませている問題です。

牧地域でもここ数年の間に空き家が急速に増えてきています。実家

は空き家になっているが，遠くてなかなか帰れない，忙しくて帰る時

間がないという人は多いのではないでしょうか。 

このたび，牧自治振興会の委託で地域おこし協力隊の小埜洋平さ

んが空き家管理事業を始められました。草刈り，空気の入れ換え，冬

場の水管理など家主さんに代わって家の管理をします。家主さんと

相談の上いろいろなご要望にお応えします。 

ご近所で空き家管理を必要とされている方がいらっしゃいまし

たら小埜さんか自治振興会役員にお知らせください。 

 

まきだより 
平成２7 年２月 15 日発行  第 11 号 

神石高原町牧ふれあいセンター内 

牧自治振興会まきお知らせ隊 
http://www.kagayakinet.ne.jp/~maki/ 

 

編集後記  昨年末から年始にかけて，夜になると牧八幡神社の鳥居にイルミネーションが輝いていました。

「鳥居に・・・？」と思いながらも，冬の寒々しい夜にきらきら光る電飾を見てほっと温かい気持ちになり思わず笑

顔になりました。寂しい話題の多い昨今ですが，みんなが笑顔になり，元気が出ることをどんどんやっていきま

しょう！ 

神石高原町地域おこし協力隊 

小埜洋平（おの ようへい）

です。よろしくお願いします。 
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